
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
ペ
リ
ー
が
浦
賀
沖
へ
来
航
し
て
以
来
、
開
国
を
求
め
る
外
圧
は
年
ご
と
に
激
し
く
な
っ
た
。
幕
府
は
海
 
 

防
を
強
化
す
る
た
め
、
大
船
製
造
禁
止
を
解
き
、
品
川
台
場
の
建
設
を
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
諸
藩
も
軍
事
技
術
の
近
代
化
に
つ
と
 
 

め
、
蒸
気
船
や
反
射
炉
を
ど
の
洋
式
技
術
の
研
究
と
開
発
を
す
す
め
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
を
か
で
一
八
五
八
 
（
安
政
五
）
年
十
一
月
、
浅
野
長
訓
が
広
島
藩
主
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
広
島
藩
 
 

は
た
び
た
び
倹
約
令
を
出
し
て
経
費
の
節
減
を
計
り
、
役
人
の
人
員
整
理
を
行
な
い
、
美
大
な
藩
債
の
償
還
を
行
李
フ
を
ど
各
種
の
 
 

方
策
を
と
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
的
に
立
ち
直
れ
ず
四
帯
八
苦
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
蒲
内
の
豪
商
・
富
農
を
ど
か
ら
御
用
 
 

銀
・
寸
志
銀
・
冥
加
銀
な
ど
の
名
目
で
、
実
質
的
を
献
金
を
集
め
て
蒲
の
財
政
難
を
補
を
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
 
 
 

新
藩
主
は
翌
年
五
月
、
江
戸
か
ら
初
め
て
広
島
入
り
を
す
る
と
、
民
情
を
視
察
す
る
た
め
領
内
を
巡
覧
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
 
 

し
か
し
病
死
し
た
前
藩
主
慶
煩
の
服
喪
中
で
も
あ
り
、
す
ぐ
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
 
 

一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
五
月
に
参
勤
交
代
か
ら
帰
国
し
た
藩
主
は
、
早
速
領
内
の
巡
覧
を
開
始
し
た
。
先
ず
船
に
よ
っ
て
島
峡
 
 

部
と
沿
岸
各
地
を
、
六
月
二
日
か
ら
七
月
四
R
〓
ま
で
か
け
て
巡
覧
し
た
。
つ
づ
い
て
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
に
か
け
て
、
 
 

西
部
を
中
心
に
佐
伯
・
山
県
・
高
田
二
二
次
二
二
上
・
恵
蘇
・
奴
可
二
高
宮
・
沼
田
の
諸
郡
を
廻
っ
た
。
そ
の
後
、
九
月
二
十
日
か
 
 

藩
主
浅
野
長
訓
の
藩
内
巡
覧
 
 

星
 
野
 
英
一
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ら
十
月
十
二
日
ま
で
か
け
て
東
部
の
豊
田
・
世
羅
・
三
硲
・
甲
奴
・
御
調
こ
望
戊
‥
帝
宮
・
安
芸
郡
下
の
村
々
を
廻
り
、
当
初
の
計
 
 

画
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
領
内
巡
覧
に
つ
い
て
、
沿
岸
部
と
西
部
諸
郡
の
巡
覧
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
東
部
諸
郡
巡
覧
 
 

に
関
す
る
記
録
が
な
く
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
熊
野
村
佐
々
木
高
博
家
に
伝
わ
る
「
殿
様
御
国
在
当
村
庄
屋
城
健
太
 
 

郎
宅
御
昼
所
被
仰
付
諸
日
記
帳
」
を
も
と
に
、
藩
主
長
訓
の
領
内
巡
覧
の
一
端
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
九
月
二
十
四
日
に
藩
主
長
訓
は
領
内
の
巡
覧
を
発
表
し
た
が
、
藩
府
は
そ
の
際
に
各
郡
代
官
に
射
し
「
郡
 
 

体
の
様
子
御
見
聞
遊
ば
れ
ず
候
て
は
御
安
心
も
遊
ば
さ
れ
嫌
き
に
つ
き
、
御
贋
野
の
御
振
合
を
も
っ
て
御
手
軽
く
何
角
な
く
近
郡
へ
 
 

御
座
を
さ
れ
候
儀
も
こ
れ
有
る
ペ
く
、
御
通
り
筋
に
お
い
て
も
諸
事
御
鷹
野
の
節
の
振
合
に
相
心
得
、
農
業
を
ど
の
障
り
に
相
成
ら
 
 

ぎ
る
よ
う
」
よ
く
村
民
に
説
明
を
し
て
お
く
よ
う
注
意
し
て
い
る
（
芸
薄
志
）
。
 
 

一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
五
月
に
な
っ
て
藩
主
が
巡
覧
す
る
旨
の
連
絡
が
東
部
各
駅
へ
通
達
さ
れ
、
一
応
の
コ
ー
ス
が
示
さ
れ
た
。
 
 

堅
戊
郡
か
ら
安
芸
郡
に
入
り
、
熊
野
村
（
泊
）
1
苗
代
村
（
昼
食
）
↓
庄
山
田
村
（
泊
）
1
焼
山
村
壷
食
）
1
矢
野
村
（
泊
）
1
 
 

広
島
の
コ
ー
ス
を
と
る
と
す
れ
ば
、
本
陣
を
ど
こ
に
す
る
か
の
調
査
が
行
を
わ
れ
た
っ
さ
ら
に
随
行
者
だ
ち
の
宿
舎
と
し
て
二
十
四
 
 

主
幹
か
ら
三
十
軒
ほ
ど
確
保
で
き
る
か
を
報
告
さ
せ
て
い
る
ご
」
れ
ら
を
も
と
に
コ
ー
ス
を
再
検
討
し
た
結
果
、
賀
茂
郡
上
保
田
 
 

村
か
ら
熊
野
村
ま
で
は
二
里
（
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
程
し
か
な
い
の
で
、
計
画
を
変
更
し
上
保
田
村
（
泊
）
1
熊
野
村
（
昼
食
）
1
 
 

苗
代
村
（
小
休
）
1
庄
山
田
村
（
泊
）
と
す
る
こ
と
が
連
絡
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

熊
野
村
で
は
こ
の
連
絡
を
う
け
、
種
々
検
討
し
た
結
果
、
庄
屋
健
太
郎
宅
を
本
陣
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
七
月
に
入
る
と
巡
覧
コ
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八
月
十
二
日
か
ら
庄
屋
健
太
郎
宅
は
鱒
王
を
迎
え
る
た
め
の
造
作
工
事
に
着
手
し
た
。
庄
屋
富
田
謙
次
郎
が
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
 
 

年
に
滞
主
斉
賢
公
の
御
昼
所
を
勤
め
た
暗
に
使
用
し
た
後
、
分
解
し
て
保
存
し
て
い
た
御
成
門
を
借
り
受
け
、
こ
れ
を
組
み
立
て
て
 
 

御
成
門
を
建
て
た
。
雪
隠
は
現
在
あ
る
埜
を
取
り
除
き
土
を
入
れ
替
え
、
新
し
く
箱
に
籾
殻
を
入
れ
た
も
の
を
置
き
、
あ
ん
こ
う
・
 
 

金
隠
し
を
新
調
し
、
天
井
板
・
床
板
を
張
り
替
え
、
扉
も
新
し
く
し
た
。
床
に
は
新
し
い
呉
座
を
敷
い
た
。
湯
殿
も
新
し
く
建
て
直
 
 

し
た
。
座
敷
の
畳
も
張
り
替
え
、
唐
紙
も
張
り
替
え
と
同
時
に
ふ
ち
と
引
手
を
新
調
し
た
。
村
人
た
ち
も
材
木
・
竹
・
純
な
ど
を
持
 
 

参
し
て
手
伝
い
、
酒
・
餅
・
赤
飯
な
ど
を
祝
儀
と
し
て
持
ち
寄
っ
て
い
る
。
九
月
六
日
に
工
事
は
完
了
し
た
が
、
こ
の
経
費
と
し
て
 
 

庄
屋
健
太
郎
は
銀
一
貫
九
七
七
匁
七
分
t
厘
を
支
出
し
て
い
る
。
健
太
郎
は
永
代
日
記
帳
に
 
「
自
分
取
計
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。
 
 
 

ー
ス
と
日
程
に
従
っ
て
、
事
前
調
査
が
行
を
わ
れ
た
。
郡
代
官
吉
岡
大
太
郎
ら
六
名
が
日
程
に
合
わ
せ
て
歩
き
、
本
陣
・
休
憩
所
な
 
 

ど
を
下
見
し
て
色
々
と
指
示
を
し
て
回
っ
た
。
村
々
で
は
藩
主
を
迎
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
準
備
し
、
決
め
ら
れ
た
作
法
に
従
っ
て
 
 

行
動
し
て
予
行
演
習
を
し
て
い
る
。
熊
野
村
に
は
八
月
十
一
日
に
到
着
し
、
改
め
て
庄
屋
健
太
郎
宅
を
御
昼
所
と
す
る
旨
が
申
し
渡
 
 

さ
れ
た
。
家
屋
の
図
面
と
現
状
を
見
分
し
、
湯
殿
・
雪
隠
の
改
築
・
塀
の
塗
り
替
え
・
御
成
門
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
指
示
さ
れ
た
。
 
 

藩
主
の
昼
食
は
一
汁
一
菜
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
酒
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
、
用
事
は
全
て
割
 
 

庄
屋
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
数
え
ら
れ
た
。
郡
代
官
一
行
は
機
嫌
よ
く
出
発
さ
れ
、
平
谷
村
境
ま
で
は
長
百
姓
二
人
を
 
 

先
導
と
し
「
下
に
下
に
」
と
言
わ
せ
て
練
習
を
さ
せ
て
い
る
。
道
々
、
駕
篭
の
通
り
に
く
い
箇
所
は
な
い
か
等
を
見
分
し
を
が
ら
熊
 
 

野
村
を
去
っ
た
。
さ
ら
に
古
城
跡
や
寺
社
な
ど
の
由
来
・
縁
起
を
調
査
し
、
御
建
山
や
御
留
山
な
ど
の
山
名
、
灰
ガ
峰
か
ら
見
波
せ
 
 

る
地
名
な
ど
も
報
告
さ
せ
て
い
る
。
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九
月
十
四
日
に
洒
府
よ
り
滞
主
巡
覧
の
日
程
が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
藩
主
は
九
月
二
十
日
に
広
島
を
出
発
し
、
 
 

牛
田
村
中
道
筋
を
通
り
戸
坂
村
を
経
て
奥
郡
へ
入
る
。
そ
れ
以
後
の
日
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

二
十
1
日
 
 
 

二
十
三
日
 
 
 

二
十
四
日
 
 
 

二
十
五
日
 
 
 

t
一
十
六
日
 
 
 

二
十
七
日
 
 
 

二
十
八
日
 
 
 

二
十
九
日
 
 
 

三
十
日
 
 
 

十
月
一
目
 
 
 

二
日
 
 
 

三
日
 
 
 

四
日
 
 

昼
 
食
 
 

二
十
日
 
 
高
宮
郡
小
田
村
 
 

甘
同
宮
郡
狩
留
家
村
 
 

豊
田
郡
久
芳
村
 
 

世
羅
郡
吉
原
村
 
 

三
籍
郡
三
若
村
 
 

三
硲
郡
灰
壊
村
 
 

甲
奴
郡
知
利
村
 
 

世
羅
郡
小
童
村
 
 

御
調
郡
神
村
 
 

御
調
郡
小
原
村
 
 

御
調
郡
水
門
田
村
 
 

御
調
郡
宮
内
村
 
 

豊
田
郡
仏
通
寺
永
徳
院
 
 

豊
田
郡
大
草
村
 
 

二
十
三
日
 
 
 

二
十
四
日
 
 
 

二
十
五
日
 
 
 

二
十
六
日
 
 
 

二
十
七
日
 
 
 

二
十
八
日
 
 
 

二
十
九
日
 
 
 

三
十
日
 
 
 

十
月
一
日
 
 
 

二
日
 
 
 

三
日
 
 
 

四
日
 
 

宿
 
泊
 
 

二
十
日
 
 
高
宮
郡
下
深
川
村
 
 

二
十
一
日
二
一
十
二
日
 
賀
茂
郡
志
和
堀
村
 
 

豊
田
郡
清
武
村
 
 

世
羅
郡
上
津
田
村
 
 

三
裕
郡
向
江
田
村
 
 

甲
奴
郡
稲
宰
相
 
 

三
硲
郡
吉
舎
町
 
 

世
羅
郡
甲
山
村
 
 

御
調
郡
篠
根
村
 
 

御
調
郡
栗
原
村
 
 

御
調
郡
市
村
 
 

御
調
郡
江
木
村
 
 

豊
田
郡
本
郷
駅
 
 

豊
田
郡
小
田
柑
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十
一
口
 
 
安
芸
郡
熊
野
村
 
 

十
二
日
 
 
安
芸
郡
海
田
市
御
茶
屋
 
 

五
日
 
 
 

六
日
 
 
 

七
日
 
 
 

八
日
 
 
 

九
日
 
 
 

十
日
 
 

（
芸
藩
志
）
 
 

こ
の
う
ち
十
日
以
後
に
つ
い
て
は
、
広
村
を
朝
六
ツ
時
（
六
時
頃
）
出
発
し
て
安
芸
郡
に
入
る
。
 
 

昼
食
 
 

野
立
 
 

小
休
 
 

豊
田
郡
入
野
村
 
 

賀
茂
郡
郷
村
 
 

賀
茂
郡
即
口
相
 
 

賀
茂
郡
国
近
村
 
 
 

賀
茂
郡
広
村
石
内
郷
 
 

安
芸
郡
呉
町
 
 十

七
町
余
 
 
 

二
十
八
町
 
 

二
十
二
町
余
 
 

呉
町
、
社
倉
支
配
役
格
 
 

庄
屋
市
郎
右
衛
門
宅
 
 
 

和
庄
村
内
 
 

賀
茂
郡
阿
賀
村
 
 

十
一
日
 
 
安
芸
郡
矢
野
村
 
 

十
二
日
 
 
御
帰
城
 
 

五
日
 
 
 

六
日
 
 
 

七
日
 
 
 

八
日
 
 
 

九
日
 
 
 

十
日
 
 

豊
田
郡
小
谷
相
 
 

賀
茂
郡
四
日
市
 
 
 

賀
茂
郡
吉
川
村
 
 
 

賀
茂
郡
上
保
田
相
 
 

賀
茂
郡
広
村
本
郷
 
 
 

安
芸
郡
庄
山
田
村
 
 



宿
泊
 
 

昼
食
 
 

宿
泊
 
 

小
休
 
 

野
立
 
 

小
休
 
 

小
休
 
 

野
立
 
 

十
三
町
 
 

二
十
八
町
 
 

二
十
三
町
 
 
 

約
二
里
 
 
 

三
十
町
 
 

二
十
町
 
 

二
十
三
町
 
 

一
里
 
 

庄
山
田
村
、
割
庄
屋
沢
原
八
左
衛
門
宅
 
 

栃
焼
付
内
 
 
 

矢
野
村
峠
 
 
 

平
谷
村
庄
屋
軍
兵
衛
宅
 
 

熊
野
村
庄
屋
健
太
郎
宅
 
 

苗
代
村
庄
屋
乎
三
郎
宅
 
 

海
田
市
御
茶
屋
 
 
 

矢
野
村
、
社
倉
支
配
役
格
 
 

新
左
衛
門
宅
 
 



御
本
陣
掛
札
（
筆
の
都
熊
野
誌
よ
り
）
 
 
 

浅
野
家
茂
公
回
在
の
際
、
庄
屋
健
太
郎
宅
が
 
 

昼
食
所
と
さ
れ
、
そ
の
時
、
使
用
し
た
掛
札
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御
帰
城
 
 

と
い
う
予
定
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
町
は
約
百
十
メ
ー
ト
ル
、
一
里
は
三
十
六
町
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
 
 
 

藩
主
巡
覧
に
あ
た
っ
て
の
領
民
の
心
得
と
し
て
、
稀
府
か
ら
概
略
次
の
よ
う
を
指
示
が
村
々
へ
通
達
さ
れ
た
。
 
 

○
御
泊
所
．
御
畳
所
き
は
、
特
に
手
入
れ
を
す
る
萎
は
な
い
。
最
も
そ
の
ま
ゝ
で
よ
い
ロ
特
に
見
苦
し
い
箇
所
に
は
、
動
配
を
 
 

敷
け
ば
よ
い
。
 
 

○
御
先
掃
と
し
て
帯
引
一
人
、
大
私
一
人
、
組
頭
長
百
姓
の
な
か
か
ら
二
人
、
郡
内
他
村
の
庄
屋
二
人
を
つ
け
る
。
服
装
は
股
引
・
 
 
 

脚
半
で
笠
を
用
意
す
る
こ
と
。
た
だ
し
庄
屋
・
組
頭
は
羽
織
を
着
用
す
る
こ
と
。
（
篇
引
は
道
路
に
馬
糞
な
ど
が
落
ち
て
い
た
ら
、
 
 
 

急
い
で
掃
除
を
す
る
役
で
あ
る
）
 
 

○
郡
内
御
跡
裁
と
し
て
剖
庄
屋
が
一
人
つ
く
。
 
 

○
藩
主
が
通
行
さ
れ
る
道
筋
で
農
耕
を
行
を
っ
て
い
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
農
耕
の
実
態
を
準
王
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。
た
 
 
 

だ
し
、
帝
王
が
通
行
さ
れ
る
と
き
は
、
頬
か
む
り
を
取
る
こ
と
。
服
装
は
平
服
で
よ
い
。
 
 

○
山
畑
で
農
作
業
を
し
て
も
よ
い
が
、
み
だ
り
に
高
い
所
へ
登
っ
て
行
列
を
見
物
し
て
は
い
け
な
い
。
 
 

○
案
山
子
は
取
片
付
け
て
お
く
こ
と
。
 
 

○
市
町
は
掃
除
を
し
て
、
軒
別
に
水
桶
を
出
し
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
野
道
な
ど
は
掃
除
し
な
く
て
よ
い
。
 
 

○
市
町
の
店
先
き
の
下
げ
物
な
ど
は
取
り
入
れ
て
お
く
こ
と
。
 
 

○
居
職
の
老
は
、
帝
王
が
仕
事
を
御
覧
に
な
る
か
も
知
れ
を
い
。
そ
の
と
き
は
一
応
平
伏
す
る
こ
と
。
そ
れ
以
外
は
平
常
通
り
仕
事
 
 
 

を
し
て
い
て
よ
い
。
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こ
の
よ
う
に
準
備
万
端
整
え
て
藩
主
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
肝
心
の
当
日
の
記
録
は
記
載
さ
れ
て
い
を
い
。
し
か
し
、
庄
 
 

屋
健
太
郎
を
は
じ
め
と
し
て
熊
野
村
の
人
々
の
気
遣
い
と
許
労
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
藩
主
は
こ
の
 
 

巡
覧
で
「
郡
中
の
費
も
多
く
、
百
姓
共
が
難
儀
」
し
な
い
よ
う
に
と
通
達
を
出
し
て
は
い
る
が
、
庄
屋
健
太
郎
は
前
述
の
よ
う
に
造
 
 

作
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
村
人
た
ち
も
総
勢
二
百
五
十
人
か
ら
を
る
御
供
の
武
士
た
ち
の
接
待
を
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

そ
の
下
摺
を
割
り
当
て
ら
れ
た
人
た
ち
も
、
唐
紙
や
障
子
の
張
り
替
え
な
ど
を
行
を
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
膳
・
食
器
類
の
調
達
 
 

に
も
か
を
り
の
出
費
を
強
い
ら
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
蒲
府
か
ら
は
西
郡
を
廻
っ
た
と
き
村
に
よ
っ
て
は
赤
飯
や
酒
肴
の
接
待
を
し
 
 

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
を
く
て
も
よ
い
と
通
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
達
は
人
間
の
心
理
と
し
て
逆
効
果
 
 

を
生
み
出
し
た
の
で
は
を
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
実
態
が
判
ら
な
い
の
で
想
像
の
域
を
説
し
得
な
い
。
帝
王
巡
覧
が
完
了
し
た
後
、
 
 
 

○
行
列
を
拝
見
し
た
い
と
き
は
、
軒
下
へ
出
て
片
側
に
並
ん
で
作
法
よ
く
拝
見
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
男
子
は
土
間
、
婦
人
子
ど
も
 
 
 

は
座
上
か
ら
拝
見
し
て
も
よ
い
。
 
 

○
行
列
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
猟
師
は
鉄
砲
を
射
っ
て
は
を
ら
を
い
。
 
 

○
寺
社
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
住
持
・
社
人
が
出
迎
え
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
御
用
が
あ
っ
て
呼
ん
だ
と
き
は
、
僧
 
 
 

侶
は
衣
・
社
人
は
袴
を
着
用
し
て
く
る
こ
と
。
 
 

○
野
飼
い
牛
馬
は
出
さ
ず
に
繋
い
で
お
く
こ
と
。
 
 

○
当
日
御
通
行
が
済
む
ま
で
は
、
荷
馬
を
道
端
に
繋
が
を
い
こ
と
。
 
 

○
人
家
の
な
い
道
筋
の
各
所
に
、
飲
料
用
の
湯
茶
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
。
 
 



翌
年
四
月
に
な
っ
て
藩
府
か
ら
御
室
所
本
陣
の
諸
損
料
と
し
て
、
銀
二
十
七
匁
四
分
が
庄
屋
健
太
郎
へ
支
払
わ
れ
て
い
る
。
諸
造
作
 
 

に
要
し
た
銀
一
貫
九
百
七
十
七
匁
余
に
比
べ
て
、
雀
の
涙
で
し
か
な
い
。
ま
し
て
や
、
村
人
た
ち
に
と
っ
て
は
年
貢
そ
の
他
の
貢
租
 
 

負
担
以
外
の
大
き
を
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
清
主
長
訓
の
領
内
巡
覧
は
、
領
民
に
藩
主
へ
の
親
近
感
を
持
た
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
藩
主
は
旅
の
途
中
 
 

の
村
々
で
孝
子
義
憤
を
賞
し
、
殖
産
興
業
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
難
路
を
嫌
わ
ず
視
察
し
た
と
い
う
（
芸
清
志
）
。
四
十
九
才
 
 

の
藩
主
と
し
て
は
、
相
当
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
人
心
を
把
捉
す
る
点
で
は
大
き
な
効
果
を
納
め
た
の
で
は
を
い
だ
 
 

ろ
ユ
ノ
か
。
 
 
 

な
お
、
佐
々
木
家
の
永
代
日
記
に
よ
る
と
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
五
月
に
藩
主
長
訓
の
世
子
長
勲
が
広
村
の
滴
を
見
に
行
く
 
 

途
中
、
従
者
百
六
十
人
余
を
連
れ
て
釆
村
し
、
庄
屋
健
太
郎
宅
で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。
蒲
府
は
全
て
前
例
に
従
っ
て
行
李
ブ
よ
う
 
 

布
達
し
て
い
る
。
と
に
か
く
一
度
引
き
請
け
る
と
、
何
回
で
も
押
し
っ
け
て
く
る
の
が
、
こ
の
時
代
の
慣
習
で
あ
っ
た
。
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∧
二
つ
の
戦
勝
記
念
碑
＞
 
 
 

明
治
期
の
日
活
戟
争
・
北
浦
事
変
・
日
露
戦
争
に
関
す
る
戦
勝
記
念
碑
が
、
熊
野
町
内
で
は
二
ケ
所
に
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
旧
熊
 
 

野
村
の
も
の
で
榊
山
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
旧
本
庄
相
川
角
地
区
の
も
の
で
、
貴
船
神
社
の
前
の
稲
垣
道
路
に
沿
 
 

っ
て
あ
る
。
前
者
に
は
、
日
槽
・
北
浦
・
日
露
を
い
っ
し
ょ
に
し
、
し
か
も
従
軍
し
た
、
従
軍
し
を
か
っ
た
を
区
別
す
る
こ
と
を
く
、
 
 

合
わ
せ
て
二
百
二
十
七
人
が
拍
栽
順
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
 
 

明
治
期
の
戦
争
と
熊
野
町
 
 

柴
 
原
 
健
 
児
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（
一
）
 
は
畔
死
者
 
 

＜
日
活
戦
争
と
熊
野
町
＞
 
 
 

熊
野
村
か
ら
の
従
軍
者
数
が
わ
か
ら
を
い
の
で
、
推
定
す
る
た
め
に
、
安
芸
郡
内
の
人
口
及
び
戸
数
と
従
軍
老
の
割
合
を
調
べ
て
 
 

割
り
出
し
て
み
る
と
、
お
よ
そ
二
十
八
人
と
な
る
。
川
角
地
区
の
ほ
う
は
二
名
が
従
軍
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
三
十
人
ほ
ど
で
 
 

あ
る
。
そ
の
他
軍
役
人
夫
（
一
昼
夜
給
料
十
四
銭
で
雇
入
れ
ら
れ
て
い
る
人
）
が
ほ
ぼ
同
数
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
、
六
十
人
前
後
 
 

が
熊
野
地
域
か
ら
戦
地
に
赴
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

川
角
地
区
の
二
名
に
は
、
陸
軍
の
階
級
が
つ
い
て
い
る
。
海
岸
に
近
い
矢
野
町
で
も
、
日
露
戦
争
ま
で
海
軍
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
 
 

か
ら
、
熊
野
村
の
場
合
も
従
軍
者
の
ほ
と
ん
ど
が
陸
軍
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
活
戦
争
に
お
け
る
陸
軍
の
動
静
に
つ
い
て
 
 

触
れ
て
お
き
た
い
。
編
成
は
、
第
一
軍
と
第
二
軍
と
か
ら
な
り
、
第
一
軍
の
司
令
官
は
山
県
有
朋
大
将
で
あ
る
。
（
二
十
七
年
十
二
月
 
 

十
八
日
か
ら
野
津
道
㌍
中
将
に
か
わ
る
。
）
第
一
軍
は
、
第
三
師
団
と
第
五
師
団
（
師
団
長
は
野
津
中
将
、
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
 
 

日
か
ら
奥
保
箪
中
将
に
か
わ
る
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
熊
野
の
出
身
者
は
、
こ
の
第
五
師
団
の
歩
兵
第
九
旅
団
（
大
島
養
昌
少
将
）
 
 

の
こ
と
で
あ
る
が
、
分
顆
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

川
角
地
区
の
戦
勝
記
念
碑
 
 

後
者
に
は
、
総
計
二
十
九
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
従
軍
老
は
、
日
漕
∵
北
消
・
日
露
と
分
け
て
あ
る
。
非
従
事
者
は
当
然
 
 

日
清
戦
争
の
戦
地
出
張
員
数
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歩
兵
十
一
連
隊
に
所
属
し
て
い
る
。
 
 
 

十
一
連
隊
は
六
月
五
日
に
動
員
が
か
か
り
、
八
日
に
完
結
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
日
か
ら
派
兵
の
拠
点
と
な
っ
た
宇
品
港
を
出
発
 
 

し
て
い
っ
た
。
十
二
日
に
は
朝
鮮
の
仁
川
に
上
陸
す
る
大
隊
も
あ
り
、
十
三
日
に
は
、
京
城
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る
。
 
 
 

第
五
師
岡
の
最
初
の
大
き
な
戦
い
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
の
平
壌
の
包
囲
作
戦
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
の
日
本
軍
は
一
万
七
千
人
情
 
 

軍
は
一
万
二
千
、
日
本
軍
の
主
力
は
第
五
師
団
第
九
旅
団
で
あ
っ
た
。
更
に
進
路
を
北
に
と
り
、
十
三
日
に
鴨
緑
江
を
渡
り
、
二
十
 
 

六
日
に
は
九
連
城
を
占
領
し
て
い
る
。
こ
の
九
逓
減
付
近
で
駐
留
し
、
こ
こ
を
基
地
に
し
て
、
三
十
一
日
に
は
鳳
凰
城
を
落
と
し
、
 
 

十
一
月
に
入
る
と
北
の
分
水
嶺
及
び
草
河
口
に
進
駐
し
て
連
山
関
や
奔
馬
集
方
面
を
偵
察
し
、
西
で
は
大
孤
山
を
攻
撃
し
占
領
し
て
 
 

い
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
戦
い
の
雉
し
さ
は
、
国
外
で
の
戦
い
の
た
め
住
民
の
抵
抗
が
あ
り
、
ま
た
侵
略
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
清
軍
の
牽
制
が
激
 
 

し
く
を
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
琴
一
は
「
酷
熱
煙
ク
ガ
如
キ
」
（
臨
戦
地
日
誌
）
と
表
現
さ
れ
る
夏
や
、
そ
れ
以
上
に
「
厳
寒
手
足
ヲ
落
 
 

シ
目
隠
ヲ
凍
ヲ
シ
ム
ル
」
（
同
）
冬
の
寒
さ
の
も
と
で
の
戦
い
で
あ
る
。
全
戦
死
者
の
八
十
％
が
凍
傷
死
者
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
 
 

で
あ
る
。
第
二
は
、
ど
の
戦
い
も
食
瞳
・
武
器
∵
弾
薬
な
ど
が
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
占
頒
す
る
と
た
だ
ち
に
そ
 
 

れ
ら
の
収
集
を
始
め
て
い
る
。
戦
利
品
で
息
を
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
月
二
十
日
か
ら
は
、
二
十
日
聞
達
続
の
行
軍
そ
し
て
戦
闘
が
始
ま
る
。
鳳
凧
城
な
ど
か
ら
出
発
し
、
三
家
子
塔
子
塔
で
戦
い
、
 
 

牛
荘
城
に
出
て
こ
こ
で
市
街
戦
を
演
じ
、
三
月
二
日
に
占
翻
し
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
澄
河
を
渡
り
、
凛
河
平
原
の
拠
点
の
田
庄
台
を
包
囲
し
、
町
に
火
を
放
っ
て
勝
利
を
手
に
し
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
日
 
 

本
軍
・
清
寅
そ
れ
ぞ
れ
二
万
の
大
会
戦
で
あ
っ
た
。
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海城臨清門 海域は遼代に海神はいい、附近まで海波が押寄せて来たが掛こ海岸線の後退で現今の  

如くなっている。城郭は海城駅の東方糸り一軒の暦石山に立ち略正方形をなL、明細に繁遺してi軌腫の  

茎真所となしたもので周間六支見放、東、西、南、北の関門あり、図は西方の臨書i‘‖りで斯く立派に今日ま  

で残存Lている。消初にはこの開城の東南に新城を築いて接続せしめたが、城内の中学暦M古の三学寺  

の遇址で殿閉式僻し、城外は海域河の流を利用して自然の城盛となっている。  
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こ
の
時
期
、
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
従
軍
老
を
出
し
た
家
族
で
あ
る
。
働
き
手
を
失
っ
た
家
族
は
そ
の
日
か
ら
 
 

困
る
こ
と
に
を
る
。
県
の
書
記
官
が
市
長
、
郡
長
に
い
く
ど
も
「
隣
保
相
侍
り
、
其
家
業
ヲ
補
助
シ
或
ハ
金
品
ヲ
醸
集
シ
テ
其
老
幼
 
 

ヲ
扶
持
ス
ル
」
よ
う
（
七
月
二
十
九
日
）
、
ま
た
「
老
幼
婦
女
二
シ
テ
困
難
ス
ル
モ
ノ
不
秒
」
と
し
て
家
族
扶
持
の
方
法
を
充
分
と
る
 
 

よ
う
（
八
月
九
日
）
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
熊
野
地
域
の
囲
難
の
実
態
が
不
明
な
の
で
安
芸
郡
の
よ
う
す
か
ら
推
定
す
る
ほ
か
 
 
 

第
五
師
団
は
こ
の
勝
利
の
の
ち
、
焼
野
原
の
田
庄
台
を
引
き
上
げ
て
、
海
賊
で
下
関
講
和
会
議
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
る
。
 
 

下
関
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
の
は
四
日
十
七
日
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
撤
退
を
始
め
て
い
る
。
六
日
九
日
、
海
城
か
ら
蓋
平
 
 

へ
、
六
日
二
十
一
日
、
蓋
平
か
ら
復
州
へ
、
さ
ら
に
七
日
四
日
、
復
州
か
ら
金
川
へ
と
移
っ
て
い
る
。
そ
し
て
七
月
六
日
か
ら
順
次
、
 
 

横
浜
丸
・
東
京
丸
な
ど
で
大
連
港
を
出
発
し
て
い
る
。
歩
兵
十
一
連
隊
は
七
月
十
七
日
に
似
鳥
に
着
き
、
検
疫
を
終
え
た
。
解
散
は
 
 

七
月
二
十
日
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
前
の
六
月
三
十
日
に
、
遼
東
半
島
の
大
孤
山
に
あ
る
兵
砧
病
院
で
、
熊
野
村
の
ひ
と
り
の
兵
士
 
 

が
戟
傾
が
も
と
で
亡
く
を
っ
て
い
る
。
 
 

日
清
戦
争
の
戦
没
者
数
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刀
口
集
に
応
じ
た
る
軍
夫
尉
子
留
守
家
族
生
活
取
調
表
 
 
 

十
月
十
二
日
取
調
べ
の
後
に
刀
口
集
に
応
じ
た
る
も
の
の
留
守
家
族
取
詞
蓑
 
 

（
三
月
四
日
 
第
二
回
）
 
 

召
集
に
応
じ
た
る
陸
海
軍
予
備
後
備
帰
休
兵
下
士
卒
家
族
生
活
取
洞
表
 
 

（
十
月
十
二
日
 
第
t
回
）
 
 

安  広  

郡  県  

同湖貧  
究族乏  
ヲ朋且  
極友依  

圭      ム等ル  
ルナヘ  

七  モクキ  
ノ   
月月箕  

清扶シ  
五  

七   凹  

ラ持ス生  
ザ等レ清  
ルヲド上  
モ仰モ囲  

（⊃      ノク他雉  

四  ニノヲ  
四  至扶感   
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は
な
い
。
安
芸
郡
は
前
貞
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
家
族
へ
の
援
助
の
手
は
、
町
村
の
場
合
住
民
の
協
議
、
有
志
者
の
醇
金
か
隣
り
近
所
の
善
意
に
よ
る
の
で
あ
る
。
明
治
 
 

二
十
八
年
二
月
末
ま
で
の
調
べ
に
な
る
、
郡
・
市
か
ら
県
へ
の
報
告
の
う
ち
、
安
芸
郡
の
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
二
別
表
の
放
と
遠
 
 

い
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
問
わ
な
い
二
と
に
し
て
つ
ぎ
に
あ
る
よ
う
に
、
日
額
米
二
升
五
合
を
め
や
す
に
、
お
金
・
米
・
麦
な
ど
 
 

を
贈
っ
て
い
る
。
 
 

従
軍
者
扶
持
等
の
結
果
 
 

広
島
市
の
「
救
他
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
食
費
（
男
一
日
米
五
合
代
以
内
、
女
一
日
米
四
合
代
以
内
、
七
十
年
以
上
十
五
年
未
洞
は
 
 

男
女
一
日
米
三
合
代
以
内
）
薬
餌
（
医
師
の
定
む
る
所
に
依
る
）
葬
送
㌍
（
一
人
金
二
円
以
内
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
人
の
請
求
ま
 
 

た
は
隣
人
の
申
告
、
し
か
も
市
の
参
事
合
の
認
め
た
者
に
限
る
と
い
う
制
限
の
あ
る
も
の
で
、
熊
野
地
域
で
も
よ
は
ど
の
こ
と
が
な
 
 
 

金
6
6
円
3
5
鍔
9
何
 
 

日
額
米
2
升
5
A
‖
 
 

米
2
0
石
8
斗
4
升
4
合
 
 
 

麦
1
石
4
斗
5
升
 
 

手
伝
人
夫
m
人
 
 

困
窮
者
扶
持
の
郁
 
 

毎
月
金
3
円
6
0
銭
 
 

金
洞
円
9
1
銭
 
 

米
5
石
3
斗
1
升
 
 
 

鏑
木
綿
2
丈
8
尺
 
 

清
酒
5
斗
1
升
6
合
 
 

徳
利
2
8
個
 
盃
2
8
個
 
 

変
 
2
石
6
几
「
 
 

慰
問
等
と
し
て
家
族
へ
蠣
り
し
甜
 
 

l  

【  
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い
限
り
、
対
象
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
戦
争
は
租
税
収
入
に
た
よ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
公
債
や
貯
蓄
を
す
す
め
ら
れ
、
戦
費
を
負
托
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
目
蕾
生
活
で
も
、
物
価
の
変
動
に
苦
し
む
人
々
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
戦
勝
祝
再
会
や
歓
迎
祝
加
L
l
（
会
は
盛
大
 
 

に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
呉
の
水
源
池
の
あ
る
本
庄
村
で
は
、
明
治
二
十
七
年
六
月
、
二
名
の
赤
痢
患
者
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
水
源
池
は
呉
鎮
守
 
 

府
の
水
源
で
あ
り
、
し
か
も
戦
時
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
指
導
が
郡
長
及
び
呉
警
察
署
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
 
 

い
る
。
こ
の
水
源
地
に
注
ぐ
平
谷
川
・
呉
地
川
を
も
つ
熊
野
地
域
も
、
村
の
責
任
に
お
い
て
予
防
消
毒
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

∧
北
清
事
変
と
熊
野
町
＞
 
 
 

明
治
三
十
三
年
の
北
清
事
恋
へ
の
川
角
地
区
か
ら
の
従
軍
老
は
川
人
で
、
陸
軍
の
歩
兵
と
し
て
出
征
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
 
 

と
り
が
戦
死
者
で
あ
る
。
熊
野
村
の
従
軍
老
数
は
わ
か
ら
を
い
。
し
か
し
、
戦
授
著
名
簿
に
よ
る
と
死
亡
者
は
四
人
と
を
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
北
浦
事
変
は
、
義
和
団
が
 
「
扶
消
滅
洋
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
教
会
や
鉄
道
を
こ
わ
し
、
五
月
に
は
北
京
を
も
占
拠
し
た
こ
 
 

と
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
日
本
は
派
兵
に
惧
重
だ
っ
た
が
、
六
月
十
一
日
に
日
本
公
使
館
員
が
殺
さ
れ
た
こ
と
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
 
 

強
い
要
請
で
決
定
さ
れ
た
。
 
 
 

派
兵
の
中
心
は
、
広
島
の
第
五
桶
川
（
山
口
素
臣
中
将
）
 
の
一
万
人
、
（
ほ
か
に
鉄
道
・
通
信
・
架
橋
を
ど
の
諾
隊
を
合
わ
せ
て
一
 
 

万
人
、
合
計
二
万
人
）
と
砲
五
十
四
門
、
馬
五
千
六
百
頭
で
あ
っ
た
。
∴
月
十
日
、
軌
‥
‖
の
命
令
が
下
り
十
七
日
に
完
結
し
て
い
る
。
 
 

手
品
捲
か
ら
の
出
発
は
十
九
日
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
前
の
六
月
十
七
口
に
は
在
沼
の
諸
部
隊
に
よ
っ
て
大
油
砲
台
が
攻
撃
さ
れ
、
占
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簡
さ
れ
て
い
る
。
第
ム
師
団
が
到
肴
す
る
と
と
も
に
七
日
上
二
、
十
E
日
に
天
津
を
攻
撃
し
、
占
領
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
よ
 
 

う
す
を
、
天
津
の
鄭
永
‖
H
領
事
の
電
報
で
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

「
連
合
軍
ハ
七
H
十
四
日
午
前
面
時
、
天
津
城
及
砲
台
ノ
攻
撃
ヲ
開
始
シ
タ
レ
ド
モ
、
清
田
丘
ハ
ノ
防
戦
強
烈
ナ
ル
ヲ
艮
テ
、
之
二
 
 

接
近
ス
ル
能
ハ
ズ
、
七
月
十
五
R
午
前
巨
峰
二
至
り
、
日
本
兵
先
鋒
ト
ナ
リ
、
銃
鎗
実
員
ヲ
試
ミ
、
遂
1
一
天
津
城
ヲ
占
領
ス
」
 
 
 

二
の
実
作
の
際
、
戦
死
し
た
歩
兵
が
熊
野
地
域
に
は
ふ
た
り
い
る
。
ひ
と
り
は
、
熊
野
村
の
ひ
と
で
天
津
停
車
場
で
、
ひ
と
り
は
 
 

川
角
地
区
の
ひ
と
で
、
天
津
城
に
わ
い
て
で
あ
っ
た
。
 
 ¢天津の市統昭1  
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か
く
し
て
天
津
を
占
領
す
る
が
、
そ
の
後
も
義
和
団
や
清
軍
の
抵
抗
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
七
月
二
十
七
日
に
、
天
津
の
南
方
で
 
 

溺
死
者
が
ひ
と
り
で
て
い
る
の
も
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
の
後
、
第
五
師
団
は
八
月
四
日
、
天
津
を
出
発
し
、
北
倉
・
揚
村
・
商
事
村
・
馬
頭
と
行
軍
と
戦
闘
を
重
ね
、
十
二
日
に
通
州
 
 

城
を
攻
撃
・
占
領
し
て
い
る
。
 
 
 

北
京
へ
の
総
攻
撃
と
占
領
は
十
四
・
十
五
日
で
あ
る
。
北
浦
事
変
の
ヤ
マ
は
越
し
た
の
で
あ
る
。
九
日
十
五
日
、
通
州
の
兵
端
病
 
 

院
で
熊
野
村
山
身
の
帽
重
輸
衷
が
ひ
と
り
戦
病
死
し
て
い
る
。
輸
送
が
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
死
因
 
 

・
年
月
日
・
場
所
も
わ
か
ら
を
い
が
、
ひ
と
り
の
看
讃
長
が
亡
く
を
っ
て
い
る
。
死
因
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
炎
熱
下
の
戦
闘
で
 
 

ぁ
り
、
生
水
が
厳
禁
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
地
で
は
衛
生
管
理
が
特
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

第
五
師
岡
の
撤
退
は
、
十
月
十
七
日
か
ら
で
、
二
十
日
に
は
復
員
を
完
了
し
て
い
る
。
義
和
団
事
件
最
終
議
定
垂
の
成
立
は
、
各
 
 

国
の
利
害
が
あ
っ
て
翌
三
十
四
年
の
九
月
を
待
た
な
け
れ
ば
を
ご
b
な
か
っ
た
。
 
 
 

日
清
搬
争
に
比
べ
て
、
戦
争
の
期
間
は
短
か
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
島
県
そ
し
て
熊
野
で
も
、
多
く
の
死
者
を
出
し
て
 
 

い
る
。
第
五
師
団
を
主
力
と
し
た
戦
い
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
は
「
ア
ジ
ア
の
憲
兵
」
と
し
て
の
地
位
を
得
た
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

困
窮
家
族
の
援
助
活
動
は
、
日
清
戦
争
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
村
・
地
区
の
習
ハ
任
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
戟
藤
・
凱
旋
の
祝
㌍
会
 
 

や
歓
迎
が
行
わ
れ
た
の
も
同
様
で
あ
る
。
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＜
日
露
戦
争
と
熊
野
町
＞
 
 
 

日
露
戦
争
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
十
日
の
宣
戦
布
告
よ
り
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
陸
軍
の
編
成
は
こ
の
日
に
行
わ
 
 

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
五
師
団
（
上
田
有
次
中
将
）
は
、
第
∵
三
・
四
・
八
師
団
と
と
も
に
第
二
軍
（
奥
保
撃
大
将
）
を
構
 
 

成
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
革
は
五
月
五
日
、
遼
東
半
島
の
塩
大
襖
か
ら
上
陸
し
た
。
二
十
六
日
に
は
金
川
を
攻
略
、
大
連
に
出
て
ロ
 
 

シ
ア
軍
主
力
と
旅
順
要
塞
軍
の
速
断
を
は
か
り
、
そ
の
径
一
転
し
て
東
浦
鉄
道
に
沿
っ
て
北
上
し
て
い
る
。
 
 
 

六
月
十
五
日
に
は
得
利
寺
戟
を
戦
い
、
こ
こ
を
占
領
し
て
い
る
。
六
月
三
十
日
、
編
成
替
え
に
よ
り
第
五
師
凹
は
、
大
孤
山
か
ら
 
 

上
陸
し
て
き
た
第
十
師
団
と
と
も
に
第
四
軍
（
野
津
道
貫
大
将
）
を
編
成
し
、
八
月
二
十
八
日
か
ら
遼
陽
会
戦
に
参
加
す
る
。
ク
ロ
 
 

バ
ト
キ
ン
の
率
る
兵
力
は
二
十
二
万
五
千
、
対
す
る
日
本
軍
は
、
第
一
二
丁
四
軍
の
十
三
万
五
千
で
あ
る
。
首
山
堕
・
析
立
屯
・
 
 

早
飯
屯
を
占
領
し
、
九
月
一
日
よ
り
遼
陽
に
向
け
て
突
撃
を
く
り
返
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
徒
ら
に
死
傷
者
を
出
す
だ
け
だ
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
の
戦
い
の
死
者
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
一
万
八
千
人
、
日
本
軍
は
こ
れ
を
上
ま
わ
る
二
万
三
千
五
百
人
で
あ
っ
た
。
 
 

丘  六 ○  田 与  計  

北
浦
事
変
の
戦
没
者
数
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熊
野
村
か
ら
出
征
し
た
人
の
中
か
ら
は
、
こ
の
戦
い
で
傷
つ
き
、
九
月
三
日
に
後
方
の
繍
帯
所
で
死
亡
し
た
歩
兵
ひ
と
り
と
、
同
 
 

じ
三
日
に
戦
死
し
た
歩
兵
を
ひ
と
り
出
し
て
い
る
。
 
 
 

蛸
壷
輸
卒
の
仕
事
は
、
戦
線
が
の
び
る
に
つ
れ
て
要
路
や
馬
だ
け
に
は
梱
れ
を
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
苛
酷
を
極
め
た
。
と
く
に
、
 
 

補
助
輪
辛
（
目
清
昭
争
の
と
き
の
軍
役
人
夫
）
の
待
遇
は
ひ
ど
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
病
気
に
か
か
り
、
そ
の
 
 

地
の
名
ば
か
り
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
り
、
広
島
に
送
り
か
え
さ
れ
て
亡
く
を
っ
て
い
る
。
 
 
 

遼
陽
会
戦
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
ひ
と
り
が
、
九
月
四
日
、
長
嶺
子
で
戦
病
死
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
の
午
前
一
時
、
第
五
 
 

師
団
の
手
に
よ
っ
て
遼
陽
が
占
領
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
占
便
の
た
め
に
命
を
か
け
て
い
た
熊
野
出
身
の
兵
士
が
多
く
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

明
け
て
三
十
八
年
二
日
二
十
四
日
に
も
広
島
の
予
備
病
院
で
ひ
と
り
の
帽
垂
輸
卒
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
遼
陽
合
減
の
犠
牲
 
 

者
だ
と
推
定
で
き
る
。
 
 
 

戦
場
は
旅
順
に
も
あ
っ
た
。
こ
こ
は
第
三
軍
の
受
け
持
ち
で
あ
り
、
明
治
三
十
七
年
九
月
十
九
日
の
旅
順
総
攻
撃
か
ら
、
明
け
て
 
 

一
月
一
日
の
ス
チ
ッ
セ
ル
の
降
伏
に
よ
り
こ
の
地
で
の
戦
い
は
終
わ
る
。
こ
の
第
三
軍
と
、
第
三
軍
か
ら
分
か
れ
た
箭
十
一
師
団
、
 
 

そ
し
て
東
京
の
後
備
第
一
師
拭
の
鴨
緑
江
軍
を
加
え
、
陸
軍
の
す
べ
て
の
力
を
結
集
し
て
、
情
朝
の
中
国
統
一
以
前
の
都
、
漕
陽
（
奉
 
 

天
）
の
攻
略
を
計
る
の
で
あ
る
。
日
本
軍
の
総
兵
力
は
二
十
五
万
、
ロ
シ
ア
軍
は
三
十
八
万
で
あ
る
。
大
山
厳
総
司
令
官
が
総
攻
撃
 
 

の
命
令
を
下
し
た
二
日
二
十
八
日
か
ら
奉
天
を
占
領
す
る
三
月
十
日
ま
で
、
激
戦
に
次
ぐ
激
戦
で
あ
る
。
最
右
翼
の
鴨
緑
江
軍
が
二
 
 

十
二
目
に
前
進
し
、
並
行
し
て
第
一
・
四
二
l
軍
の
順
で
三
月
一
日
に
進
撃
開
始
、
後
方
の
第
三
軍
は
う
回
し
て
奉
天
を
め
ぎ
し
た
。
 
 
 

第
五
師
団
（
第
四
軍
）
は
三
日
一
日
、
王
家
（
塚
）
宿
棚
南
方
の
コ
ウ
リ
ャ
ン
畑
で
戦
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
闘
で
は
、
熊
野
村
出
 
 

身
の
戦
死
者
は
四
名
を
数
え
て
い
る
。
矢
野
町
史
も
同
日
同
地
で
の
戦
死
者
を
三
名
記
し
て
い
る
。
三
月
五
日
に
も
、
熊
野
付
出
身
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滴陽（奉天）とその附近  
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の
兵
士
が
沙
地
（
柁
）
子
西
南
の
地
で
ふ
た
り
戦
死
し
て
い
る
。
 
 
 

奉
天
会
戦
で
の
日
本
の
死
傷
者
は
七
万
人
余
、
ロ
シ
ア
側
は
九
万
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

哨
重
輸
卒
の
戦
病
死
も
三
人
記
さ
れ
て
い
る
D
ひ
と
り
は
、
三
月
十
六
日
に
占
触
さ
れ
た
奉
天
の
北
東
の
鉄
嶺
の
兵
砧
病
院
で
八
 
 

月
十
日
に
、
ひ
と
り
は
奉
天
の
高
力
屯
の
患
者
原
案
所
で
九
月
二
十
七
日
に
、
も
う
ひ
と
り
は
送
り
か
え
さ
れ
て
、
自
宅
で
三
十
九
 
 

年
三
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
て
へ
る
。
 
 
 

そ
の
間
の
三
十
八
年
六
月
九
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
よ
り
講
和
が
提
案
さ
れ
、
七
月
八
日
に
は
小
村
寿
太
郎
 
 

が
ア
メ
リ
カ
に
出
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
五
日
に
日
露
講
利
条
約
が
ポ
ツ
ダ
ム
に
お
い
て
調
印
さ
れ
て
い
る
。
復
員
は
十
二
月
 
 

三
十
一
日
か
ら
始
ま
り
、
三
十
九
年
の
一
月
十
日
に
完
了
し
て
い
る
。
 
 
 

戦
閃
を
く
り
返
し
て
い
る
間
に
、
国
内
で
の
戦
争
に
対
す
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
三
十
六
年
の
十
二
月
に
は
、
呉
と
海
 
 

田
の
間
に
鉄
道
が
敷
か
れ
、
広
島
と
呉
と
が
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

出
征
兵
士
に
対
す
る
見
送
り
も
、
郡
長
や
村
長
か
ら
小
学
校
長
を
通
じ
て
指
導
が
な
さ
れ
て
く
る
。
 
 
 

村
民
の
多
く
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
生
産
活
動
で
あ
る
。
従
軍
書
家
族
の
農
作
業
は
、
女
手
か
、
老
人
の
手
か
、
手
伝
 
 

い
に
待
た
ね
ば
肇
b
な
か
っ
た
。
金
肥
も
を
か
を
か
手
に
入
ら
な
い
。
 
 
 

少
し
裕
福
で
あ
れ
ば
、
国
債
の
事
集
に
応
じ
を
け
れ
ば
を
ら
な
い
。
し
か
も
、
三
十
七
年
三
月
、
六
月
、
十
一
月
、
翌
年
の
三
尽
 
 

五
月
と
、
次
か
ら
次
へ
と
五
回
も
続
く
の
で
あ
る
。
ま
た
貯
蓄
も
奨
励
さ
れ
、
軍
事
費
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
税
法
が
改
正
さ
 
 

れ
、
地
租
・
所
得
税
が
ふ
え
、
新
し
く
消
費
税
を
か
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
租
税
の
負
担
額
が
増
加
し
て
い
っ
 
 

た
。
県
平
均
で
の
一
戸
あ
た
り
前
年
比
は
明
治
三
十
七
年
は
一
〇
九
、
三
十
八
年
一
一
六
、
三
十
九
年
一
三
一
で
あ
る
。
（
間
接
税
は
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含
ま
れ
て
い
な
い
。
）
な
か
で
も
国
税
の
割
合
が
ふ
え
て
い
る
。
市
町
村
税
の
割
合
は
三
十
六
年
の
二
十
六
％
か
ら
三
十
八
年
に
は
十
 
 

五
％
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
村
民
に
対
す
る
行
政
費
任
は
増
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
十
八
年
一
月
に
は
、
旅
順
陥
落
奉
祝
と
い
っ
て
安
芸
郡
の
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
が
五
銭
ず
つ
の
拠
金
を
し
て
い
る
。
乏
し
い
村
 
 

の
財
政
か
ら
も
支
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
生
活
の
す
み
ず
み
に
ま
で
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
戦
争
へ
の
協
力
体
制
は
、
終
戦
と
と
も
に
く
ず
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
三
十
八
年
八
月
の
終
わ
り
か
ら
の
講
和
反
対
の
動
き
で
あ
る
。
呉
・
広
島
、
近
く
で
は
海
田
市
、
そ
し
て
吉
浦
で
も
大
会
が
 
 

開
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
熊
野
で
の
動
き
は
わ
か
っ
て
い
を
い
。
 
 
 

そ
し
て
二
十
九
年
の
八
月
に
は
、
熊
野
村
の
記
念
碑
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
題
字
を
書
い
た
木
越
安
網
は
、
十
二
師
団
の
歩
兵
二
 
 

十
二
旅
田
長
と
し
て
旅
順
と
奉
天
の
戦
い
に
参
加
し
、
第
五
師
団
の
師
団
長
（
中
将
）
と
し
て
凱
旋
し
て
き
た
人
で
あ
る
。
義
勇
奉
 
 

公
に
つ
い
て
諾
し
た
花
井
卓
蔵
は
、
広
島
県
三
原
に
生
ま
れ
、
英
吉
利
法
律
学
校
に
学
ん
で
弁
護
士
と
を
り
、
衆
議
院
議
員
と
を
っ
 
 

た
人
で
あ
る
。
 
 

∧
三
つ
の
戦
争
と
熊
野
町
＞
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
日
活
戦
争
・
北
消
事
変
・
日
露
戦
争
と
熊
野
地
域
と
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
争
を
重
 
 

ね
る
ご
と
に
そ
の
関
係
を
深
め
て
い
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
川
角
地
区
の
従
軍
者
が
二
人
・
四
人
・
十
一
人
と
増
え
て
い
る
 
 

こ
と
や
、
熊
野
地
域
の
戦
没
者
数
が
一
人
・
五
人
・
十
三
人
と
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
を
戦
い
を
通
 
 

じ
て
、
日
本
は
「
ア
ジ
ア
の
憲
兵
」
「
ア
ジ
ア
の
強
国
」
の
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
－
 
 

従
軍
の
際
の
兵
科
は
川
角
地
区
の
場
合
、
従
軍
老
の
八
人
が
歩
丘
ハ
、
二
人
が
帽
五
輪
牢
、
ま
た
何
も
苦
か
れ
て
い
を
い
五
人
が
補
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助
輸
卒
だ
と
考
え
る
考
b
ば
七
人
が
輸
送
関
係
の
仕
事
、
そ
し
て
あ
と
の
二
人
は
砲
兵
と
軍
医
で
あ
る
。
ま
た
、
階
級
の
わ
か
る
熊
 
 

野
地
域
の
戦
没
者
で
み
て
も
、
十
二
人
の
歩
兵
と
六
人
の
輸
送
関
係
の
兵
で
あ
り
、
あ
と
の
ひ
と
り
は
看
護
兵
で
あ
る
。
 
 
 

階
級
の
わ
か
ら
な
い
熊
野
柑
の
記
念
碑
で
み
る
と
、
勲
一
等
か
ら
八
等
ま
で
あ
る
な
か
で
、
勲
七
等
が
四
十
名
、
勲
八
等
古
十
一
 
 

名
、
勲
等
が
無
い
の
が
七
十
六
名
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
階
級
を
推
定
す
る
と
兵
隊
が
多
く
、
わ
ず
か
の
下
士
官
程
度
が
い
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
熊
野
の
兵
士
の
戦
争
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
戦
場
で
は
も
っ
と
も
犠
牲
の
多
い
白
兵
戦
を
中
心
と
す
る
 
 

最
前
線
を
荷
負
い
、
後
方
で
は
も
っ
と
も
仕
事
の
醸
し
い
補
給
活
動
を
荷
負
っ
て
い
た
。
・
そ
の
た
め
に
多
く
の
戦
没
者
を
出
し
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

戦
争
下
の
村
の
人
々
の
生
活
も
、
多
く
の
犠
牲
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
戦
閉
の
 
 

多
く
が
、
戦
争
を
し
て
い
る
当
事
国
と
は
関
係
の
を
い
所
で
行
わ
れ
、
戦
場
と
な
っ
た
住
民
を
苦
し
め
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ご
b
な
 
 

。
 
 
 

熊
野
村
の
記
念
碑
に
記
さ
れ
て
い
た
ひ
と
り
が
、
仕
事
を
台
湾
の
桃
園
庁
の
巡
査
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
人
は
そ
の
地
で
明
治
四
 
 

十
三
年
六
月
一
日
付
で
戦
死
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
で
は
こ
の
年
か
ら
、
理
香
五
年
計
画
に
よ
り
原
住
民
の
弾
圧
に
か
か
 
 

っ
て
い
る
。
陰
勇
繰
を
張
っ
て
、
時
に
は
電
流
を
通
じ
山
に
追
い
込
む
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
計
画
の
一
線
に
立
た
さ
れ
、
原
住
民
 
 

の
反
抗
に
会
っ
て
亡
く
を
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
犠
牲
者
と
い
え
る
か
も
知
れ
を
い
。
 
 
 

か
く
し
て
明
治
は
終
わ
る
。
 
 
 

大
正
三
年
の
十
月
に
川
角
地
区
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
大
正
二
年
十
一
月
に
、
種
太
郎
内
閣
が
倒
れ
、
大
正
 
 

三
年
の
三
月
に
は
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
倒
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
大
正
三
年
八
月
一
日
、
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
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を
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
日
本
も
八
月
二
十
三
日
に
は
参
加
し
、
九
月
に
は
山
東
省
に
上
陸
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
記
念
碑
を
書
い
た
の
は
、
第
五
師
団
長
の
木
越
安
椚
の
あ
と
を
継
い
だ
大
谷
喜
久
蔵
で
あ
る
。
彼
は
福
井
県
の
出
身
で
、
大
 
 

正
七
午
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
と
を
る
人
で
あ
る
。
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